
 
 

 第３次宍粟市総合戦略の概要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「宍粟市人口ビジョン」で設定する目標人口の中期目標「2040 年時点 25,200 人」、長期目標「2060 年時点

21,000 人」の実現に向けて、「第３次宍粟市総合計画」と一体的に施策を推進する。 

策定の趣旨 

 

・「まち・ひと・しごと創生法」第 10 条に基づき定める 

 

・国や県の総合戦略を勘案して作成 

 

・人口減少抑制と地域経済活性化が目的 

計画の位置付け 

第３次 

宍粟市地域創生総合戦略 

 

宍粟市総合計画 

整合 

国 

地域未来戦略 

審議会等 
宍粟市 

人口ビジョン 

一体的に推進 

最上位計画 

 

第１次総合戦略（2015 年度～2021 年度） 

↓ 

第２次総合戦略（2022 年度～2026 年度） 

↓ 

第３次総合戦略（2027 年度～2031 年度の５年間） 
 

計画期間 

計画の策定・推進体制 
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宍粟市の現状 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少と働き手の減少が続き、暮らしと仕事の両面で厳しさが増す。 

 

地域資源を活かした産業と雇用の創出＋誰もが安全安心に暮らせる生活環境を一体的に整備することが不可欠 

人口の現状（2025 以降は予測値） 

①総人口の推移 

49,084 人(1980) 

↓ 

34,819 人(2020) 

↓ 

18,235 人(2050)  

 

40 年間で約 14,000 人減少 

②人口増減率（年齢３区分） 

年少 -21.47%（2030） 

 

生産年齢 -12%～-13%（2030 以降） 

 

老年も 2030 年以降マイナスに転じる 

 

2030 年以降、全ての年代で人口が減少 

③人口ピラミッド 

2020 年 つぼ形 

↓ 

2050 年 逆三角形 

 

男女 15 歳～34 歳の割合は 14.39%→9.52% 

男性の 90 歳以上の割合は 0.74%→2.43% 

女性の 90 歳以上の割合は 2.12%→5.87% 

④自然・社会動態 

自然増減数（出生数―死亡数）は 1994 年以来マ

イナスで推移 

社会増減数（転入数―転出数）も 1994 年以来マ

イナスが続く 

 

出生数は減少傾向、死亡数は増加傾向 

転入数と転出数は減少傾向（市の人口が縮小） 

⑤未婚率と有配偶出生率 

女性未婚率 36.35% 

＜全国 39.52%＞（結婚は多い） 

 

有配偶出生率 62.76‰ 

＜全国 70.35‰＞（子は持ちにくい） 

⑥年齢階級別純移動数 

10-14 歳→15-19 歳は進学が原因と思われる転出 

15-19 歳→20-24 歳で転出が集中 

30-34 歳→35-39 歳でも 2000 年以降転出増 

 

若い世代の転出が目立つ 

⑦20 歳台の主な転出先(2020～2025) 

男性 姫路市 94 人  大阪市 44 人 神戸市 45 人 

 

女性 姫路市 115 人 大阪市 72 人 神戸市 71 人 

 

近隣の大都市圏への転出が目立つ 

経済の現状 

①従業者数の推移(分類不能含) 

20,785 人(1990) 

＜第一次 1,470 人、第二次 10,261 人、第三次 9,043 人＞ 

15,959 人(2020) 

＜第一次 766 人、第二次 5,721 人、第三次 9,142 人＞ 

第一次産業と第二次産業の従業者は半減 

第三次産業は横ばい 

②非正規雇用率 

33.9％(2010)→36.8%(2020) 

内 

男性 17.5%→18.7%(+1.2pt) 

女性 51.2%→54.3%(+3.1pt) 

 

雇用環境の悪化 

③市内総生産 

1,176 億円(2011) 

1,265 億円(2013) 

1,103 億円(2020) 

1,174 億円(2023) 

 

コロナ前水準にほぼ回復 

④１人当たり市民所得 

2,216 千円(2011) 

＜県 2,703 千円、西播磨 2,379 千円＞ 

 

2,720 千円(2023) 

＜県 3,277 千円、西播磨 2,785 千円＞ 

県、西播磨地域と比較して低水準 

⑤産業別特化係数(県比較) 

第一次 3.20 

第二次 0.88 

第三次 1.04 

産業別 

林業係数 33.5 

林業の生産額が多い 

まとめ 
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計画の体系 
                                                                                                                                         

  

 

 

 

 

目標の再編 

働く 

～地域資源を活かして仕事と雇用をつくる～ 

選ばれる 

～若者や女性に選ばれ、世代を超えて誇れるふるさとをつくる～ 

働く 

住む 

まちの魅力 

産み育てる 

ロジックモデルの採用 
 

 

目標達成までの因果関係を把握するために、ロジックモデルを採用 

→活動量重視から成果重視への転換 

暮らす 

～子どもから高齢者まで安全安心のくらしをつくる～ 

インプット 

（予算） 

アクティビティ 

（活動量） 

アウトプット 

（算出） 

アウトカム 

（成果） 

インパクト 

（最終成果） 

体系図上の記載は行わないが、評価の場面においては確認・検証の対象 

 

これまでの４つの重点戦略から３つの重点目標へ再編 
 

 

施策体系図 
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重点目標１ 働く～地域資源を活かして仕事と雇用をつくる～ 
    

  

4



 
 

重点目標２ 暮らす～子どもから高齢者まで安全安心のくらしをつくる～ 
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重点目標３ 選ばれる～若者や女性に選ばれ、世代を超えて誇れるふるさとをつくる～ 
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